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ここは川本、島根の

おへそ。小さい町だ

が、元気の再生中／

途中下車のお時間に

疲れを癒し、おいし

い食事で元気再生 f

川本町ミニ歴史
戦国時代は、石見銀山攻防

の要衝の地。毛利元就の元

へ銀を運ぶ銀山街道はここ

を通り、遠く安芸の国（広島

県）まで運ばれていました。
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＠米くい岩
江の川の対岸

⑥海流”
仙岩寺

江の川の対岸



N 名所・旧跡紹介N
知るとおもしろい旅の立ち寄り地“川本”

提供がんばれ三江線の会

りんりゅうざんせんがんじ

③臨流山仙岩寺
この寺は、仙岩寺山の中腹にあり天正4年（1576）に実議室韻によって創建

された“曽市長’のお寺です。茎蹟は長託等六世で小笠原氏の流れを引い

ており、同寺は永禄2年 (1559）に毛利氏との戦いにより焼け落ち、永禄11

年（1568）に再建されました。山内には「室長荘」が記つであり、ご神体は

「勝軍地蔵Jと云い、ご神体を守る神馬も安置されています。

⑥米くい岩（米カミ岩）
対岸の仙岩寺山中腹にある白い巨岩を「米くい岩」といいます。山頂には1500
年代に「菩謡じ五五Jがありました。永禄2年（1559）宅品院議の溢蕩百攻め

の際、出雲の危手層茨が小笠原加勢のため青岩城まで来ましたが江の川の矯

水で波川できず、援軍なしで小笠原氏は敗れました。当時、山の中腹で樹木

のない「米くい岩」は、見張り台として利用され、狼煙を上げる場所として

も｛交われていたようです。合戦時、狼煙が上ったのかどうか興味深いですね。
みようせんじ

。妙船寺
天正6年（1578）に確実i昔話旨最'1＂丈によって開基された“官室長”のお

寺です。明治5年学制の発布によりJil本小学校が開校されるまでの“家事”

としてゆ、船寺の量産”が使われていました。江の川に橋が架かっていなか

った時代には妙船寺沖に江の川を渡る官福場”があり、対岸交通の大動脈

として長年活践していました。当時の渡し船にはパスも乗り、対岸に渡され

ていた時代がありました。同寺では普この地方に流行した病気が

“空字書結”様のおかげで治ったお礼に盆明けの8月 16日には‘挙措装”

が催され、信徒によって境内へ土俵を築き子どもたちを集め、賑やかに子供

相撲が最近まで奉納されていました。男女を関わず子どもたちが相撲を取る

様は、長年にわたり地域伝統行事として親しまれていました。残念。
ゆみがみねはちまんぐう

⑮弓ヶ蜂八幡宮
『時の領主小笠原護議公が天福元年 (1233）宇佐八幡宮を詰話語せら払宮

地に心を配り凝らしめ給いに、折から江の川の大洪水にて“神矢ー張”流れ

来たりて当地に漂着し拳の松の木に掛かりたるに依り感浅からず、“弓矢八

鰭島有者の如て神明この婚を知ちしめ給:s,乏で唱弓す掌匝芝号し、里を 4 弓

市”と名付け給い、この地に御社を建立せられしものなり。』（弓ヶ峰鎮座碑より）
みこ

毎年11月 14日の秋の例大祭には約200kgの大神輿を始め、数台の神輿が繰

り出し盛大に秋の祭典が行われ、話しで腰をかため主張姿の男衆に加え、女

性や子どもも神輿を担ぎ、威勢良く弓市を練り歩く姿は勇壮そのものです。

～お食事処情報～
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⑥金比羅山
弓市市街の西北に位置する小高い小山の金比羅公園を眺めて下さい。町

中から眺望出来る春の桜・秋の紅葉を始めとして子どもや家族での憩い

の場として親しまれています。展望台からは江の川や三江線、町並みを

眺めると、川本町の行政・学校・病院・福祉などの施設、商店街、石見

地方独特の赤瓦の家並みなどを一望することができます。敷地内には嘉

永 3年（1850）の大水害で、大森代官が困窮した人々を救済した遺徳を忘

れないように建立した「ネ匂遁孟晶」の石碑等があります。この高台か

らは川本町が宿場町として栄えていた往時を偲んでいただけます。
とうこうだい

＠東光台
昭和 60年（1985）から山林 13Haを造成してできた新興住宅街で、町並み

を一望できる高台に県職員宿舎や銀行の社宅のほか住宅が建設され、街

区を形成しています。地質は風化花陶岩と硬花岡岩盤により形成されて

いて、火薬爆破により数年の年月をかけて造成されました。この地は元

禄時代（1側年代後期から 1700年代初頭）に“美存補正”が当地で発明さ

れ W んな流し”による砂鉄採取で造る伊製鉄”が盛んであった土地

でもあります。今では東光台の一角に邑智郡文化の中核をなす1000人収

容の

がある“カ通わもと言晶詰，，が蹴されてL、ます。特に悠邑ふるさと会館

は、音楽ホールとしての評価は高く、著名なアーチストや音楽関係者の

多くから“山の中のすばらしい音楽ホール”と絶賛されています。
ぬくゆじようあと

＠温湯城跡
市街地から南に 2Kmの矢谷川と会予川の合流地帯の標高 200凹の山］頁に

ぬ〈ゆじよう ながうじ

“湿湯城跡”があります。観応元年（1350）小笠原因代・長氏が領地支

配拠点として築城し一円を領有しました。この城は、 20以上の賓が配置

される典型的な山城で“描弱．量描・主主差”など防御施設が整った堅固

な城でした。永禄2年（1559)5月、小笠原 14代芸揺が毛利主力軍の総

攻撃を受けた際、対岸の育法城（仙岩寺）まで来た援軍の尼子晴久が、

のJIIの洪水のため元岸から111iii三wできず、毛利晃説の猛攻撃で

開城するまでの“209年間”もの長きにわたり、この地を治めた難攻不落

の城として存在したことは驚きに値する史実です。また小笠原氏は、石

見銀山の採銅技術と深い関わりを持つ氏族として重要な存在でした。現

在でも地元に“研ぎ屋敷”の屋号も承継されていて戦国時代が偲ばれま

す。（※$で山偏までは行けますが、城跡は民有地であることのほか未整備のため

所有者の許可が必要です。）
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＠広島流お好み・鉄板焼きかんちゃん
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